
改訂にあたって

　この本が出版されてから７年が経過しました。その間に決算を取り巻
く制度にいくつかの変化がありました。
　まず、平成 29 年の地方自治法改正による変化です。議会で決算が認
定されなかった場合の措置や監査委員制度の見直し、そして内部統制の
仕組みが導入されました。
　さらに、地方公会計（新しい公会計）も統一的な基準による財務書類
作成マニュアルが示されたところです。
　これらを踏まえて、第１次改訂版として、本文をリニューアルしまし
た。
　最初に、会計の考え方を簡単に見ていきましょう。会計は、株式会社
などの企業だけのものではなく、家計や小遣といった身近なところにも
あるのです。同様に、市役所などの自治体にも会計の仕組みがあります。
その１年間の結果を集計して報告するのが決算です。
　次に、自治体の会計の決まりごとについて見ていきます。自治体の収
入はそのほとんどが、つまるところ「税金」です。その税金で住民のみ
なさんへの行政サービスが行われています。税金を集めるにしても、行
政サービスを提供するために税金を使うにしても、自治体のお金は法律
によって収入・支出の方法が決められています。
　首長が原案を作り、議員が議会で決めた税金の使い途を予算といいま
す。これに対応する形で決算は作成されます。決算は、自治体の代表で
ある首長が、予算のとおりに税金を使ったかどうかを報告するものです。
決算は、首長から議会に提出され、議会のチェックを受けます。つまり、
住民が選挙で選んだ首長や議員をとおして、税金の使い途が決められ、
その結果が報告されるのです。
　その決算に用いられる書類が「歳入歳出決算書」など６種類あります。
それぞれの書類の書かれ方や、その書類に掲載されている数値などの意
味を簡単に見ていきます。また、決算書類だけでは分からない会計の情
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報や財政指標で、総務省が公表している自治体決算のデータについても
触れています。
　次に、地方公会計について見てみましょう。地方公会計では、法律で
定められた決算書類ではなく、民間企業（株式会社など）と同じ考え方
で作成された書類で、自治体の決算を行います。新たに作成される、貸
借対照表などの財務書類の内容について説明していきます。
　最後に、自治体の内部統制について考えていきます。内部統制も民間
企業と同じ考え方です。不正が起こるリスクを評価してＰＤＣＡサイク
ルを回して発生を防ぐ仕組みです。
　会計や決算の説明は、文章だけでは、ちょっと分かりにくいものです。
そこで、この本では、伊地知太一君と国見千穂さんのお２人の対話によっ
て、説明の補強をしています。２人は大学のサークルの先輩・後輩です。
太一君は卒業後市役所に勤務。会計課に配属になって２年目です。千穂
さんは大学３年生。公務員志望で、夏休みにインターンシップで市役所
に来ています。千穂さんにとって、太一君はとても頼りがいのある先輩
です。自治体の仕事や財政の仕組みに、はじめて接する千穂さんの目を
とおして、会計や決算について理解していただければと思います。
　右肩上がりに経済が成長し、税収も順調に伸びていた時代においては、
自治体の財政では、その増えた税収分を何に配分するかが課題でした。
すなわち、予算の立て方が重要だったのです。しかし、低い経済成長が
続く現在では、限られた財源をいかに過不足なく配分するか（予算）だ
けでなく、実際に効率よく効果的に使われたのか（決算）にも大きな関
心が寄せられています。
　本書を手に取られたあなたも、そのような思いを持たれているものと
思います。そのような方をはじめ、新たに決算事務に携わることになっ
た職員のみなさんや議会で決算の審査を行う議員の方々にとっても、こ
の本が決算に取り組む足掛かりとなればと思います。

　　 2019 年８月

磯野隆一　
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１　会計ってナニ？

 いたる所に「会計」あり 

　会計というのは、お金を計算して合わせることです。身近なところで
は、家計簿やお小遣帳を付けるのも会計ですし、株式会社で日々の売上
や仕入の計算をするのも会計です。お金が出入りするところで、それを
記録していればそれは会計ということができます。
　そして、国や自治体などでは、税金を集めて学校を造ったり、ごみの
収集などのサービスを行ったりしています。学校を造ったり、サービス
を行うために、工事費や人件費の支払をします。税金を集めること、工
事費などを支払うことでお金が出入りしますから、国や地方自治体で
も、当然、会計をやっています。

 会計の結果は「決算」に 

　決算というのは、その会計の結果をまとめたものです。家計簿やお小
遣帳なら、毎月の給料日やお小遣日に合わせて、その月の出入りを合計
します。株式会社では毎年行われる株主総会に向けて決算書を作成しま

　

気がつけば、会計は
そこかしこにある 序章

ここがポイント
　「会計」ってなじみがない、「決算」って分からない、と思っている人は多い
と思います。でも、お金が動くところには必ず会計があります。そして、会計
の結果をまとめたものが決算だと考えてみてください。



すし、毎月、毎週、毎日のお金の出入りを合計して管理しています。国
や自治体などの官庁でも毎年決算書を作成しています。

２　会計の目的は？

 組織の目的と会計 

　それでは何のために会計や決算をするのでしょうか。
　会計の目的は、その会計を必要としている人や組織の目的と関係があ
ります。家計簿であればその家族の、お小遣帳であればその個人の、株
式会社の会計であればその会社の目的と結び付いています。家族や個人
は自然発生したものなので、そもそも目的を持って作られたものではな
いでしょう。ですから、家族の目的というのは変な表現ですが、存在意
義とでも言い換えれば、平穏な暮らしを続けることや老後の安心などが
あげられそうです。
　株式会社は、ある目的のために作られたものなので、分かりやすいと
思います。株式会社とは、株主が株を買って、そのお金で経営者が事業
を行い、その儲けを株主に配当するためのものです。すなわち、株式会
社の目的は、株主のお金を増やすことといえます。
　国や自治体などの目的はどうでしょうか。国民や住民の福祉の向上を
図り、安心安全な生活を保障するのが目的です。国や自治体が企業のよ
うな経済活動をすることもありますが、これも最終的には、目的は国民
や住民の福祉の向上などです。経済活動の結果、その儲けを税金を納め
た人に配当するためではありません。
　組織や個人の目的は大きく２つに分けて考えることができます。１つ
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ここがポイント
　会計の対象となる組織などには、その組織などが存在する理由や目的があり
ます。会計の目的は、その組織などの目的によって異なります。組織の目的が
達成されたかどうかを金銭面で測るのが会計の目的です。



【決算書類の種類とそれぞれの作成者】

【決算書類の名称と記載事項など】

42

決算書類の名称 主な記載事項など
歳入歳出決算書 法律で定められた正式な決算書

お金の出入りを、予算に対応した大きな区分（行政目的
別支出など）で記載

歳入歳出決算事項別明細書 歳入歳出決算書の明細書
お金の出入りを詳しく（細かい行政目的別・性質別支出
など）記載

実質収支に関する調書 年度の収入と支出の差し引きを計算
財産に関する調書 自治体の財産表

前年度からの財産の増減と残高
主要な施策の成果 個別の行政サービスなどの実績や成果について報告
決算審査意見書 決算に対する監査委員の意見

決算数値の対前年度比較や増減の理由、数年間の変化な
どにより分析

２　決算書に何が書いてあるか

 決算書を見てみよう 

　決算書の様式は、地方自治法施行規則で決められています。ですか
ら、どこの自治体の決算書も同じ形式で作成されています。
　決算は歳入歳出予算に対応しています。すなわち、歳入歳出決算です。
　まずは、歳入から見てみましょう。

○ 歳入決算
　歳入歳出決算書の歳入の部では、歳入予算のそれぞれの予算科目につ
いて、「予算現額」「調定額」「収入済額」「不納欠損額」「収入未済額」
「予算現額と収入済額との比較」が１行に書かれています。
　「予算現額」は議決を受けた収入の見込額です。予算の繰越や補正が
あればそれらも含まれます。この見込額に対して、実際の収入がどう
だったかが、決算を見る上でのポイントになります。
　「調定額」は自治体が請求した金額です。税金であれば住民に課税し
た額です。使用料であれば住民が施設を利用したときに請求した金額、
寄附金では寄附を受入れた金額です。請求と同時にお金が入ってくる場
合や後日お金が入ってくる場合があります。また、寄附金のように請求
はしないけれど実際にお金が入ってくるものもあります。この場合は受
入れた金額を後から内容を確認して調定額とします。このように「調定
額」は実際の収入とは異なります。収入される予定の金額を含んでいる
わけです。
　「収入済額」は実際に入ってきたお金の額です。決算額といったとき
は、この金額を指します。

　第2章　1年の成果は決算にあり　43

ここがポイント
　歳入歳出決算書は、歳入と歳出について、それぞれ表の中で予算と対比する
形で、１年間のお金の出入りを報告しています。



３　自治体の内部統制で変わること

 内部統制が目指すもの 

　内部統制は元々投資家（株主）の利益保護のための制度です。株主が
投資するのは自らの財産を適切に運用する（増大させる）ためです。す
なわち、どの企業（株式会社）に投資すると一番配当が多く得られるか
が重要な情報となります。この情報の基になるのが企業の財務計算書
（決算書）になります。したがって、株式会社の決算書に不正（粉飾な
ど）があると、誤った投資をしてしまい、自らの利益を損なうことにな
ります。そこで、この前提となる株式会社の利益が決算書に適切に表示
されていることを保証するのが内部統制の目的となります。また、投資
した財産が、経営者や社員の故意や不注意によって毀損しないように、
保護する仕組みでもあります。
　自治体の場合は、投資家（株主）の利益保護を住民の利益保護と読み
替えることができます。住民サービスの提供にかかる支出額や税収など
の収入額が決算書に適切に記載されていることを、内部統制が保証する
ことになります。また、内部統制が機能することにより、住民の財産で
ある現金預金やインフラ投資、建物などの公有財産が不正に使われない
ための仕組みができ上がるのです。
　住民のみなさんは、地方自治法の規定による内部統制の方針の公表に
より、内部統制活動がどのように行われているかを知ることができま
す。また、同じく内部統制を評価した報告書により、内部統制が適切に
行われていることを確認することができるのです。
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ここがポイント
　内部統制は、自治体の最大の利害関係者である住民の利益を守る仕組みで
す。また、報告書により、不正がなく、利益が守られていることが確認できま
す。

　第₄章　正しい決算が作成されるための仕組み　133

千穂　内部統制って今までの決裁の仕組みとどこが違うんですか。
太一　今までの決裁や検査の仕組みも不正を防ぐという点では同じよう
に機能するよ。物品の購入に関していえば、次のような流れになっ
ている。予算の執行課の担当者が仕様や購入数量、納期、購入方法
（競争入札など相手方の決め方）の案を作って、課長の決裁を受け
る。決裁権者である課長は事業内容や予算に照らしてその購入の妥
当性を判断して購入を決定する。決裁が下りた後、担当者はその案
に則って入札などの手続をとる。そして納入業者と購入金額が決定
され、納品され検査員の検査を受ける。

千穂　担当者が一人で好きなように物品購入できる訳ではない、という
ことですね。

太一　課長のチェックや検査員のチェックが入っているからね。
千穂　内部統制の場合はこれとは違うんですか。
太一　内部統制では、予め購入の手続についてリスクを評価することに
なる。

千穂　リスク……ですか。
太一　物品購入では、予算超過リスク、仕様不適合リスク、納期遅延リ
スク、販売業者との癒着リスクなど色々なリスクが考えられるね。
そういうリスクが顕在化しないように事務処理の流れに沿って
チェックポイントを決めていく。そして実施すべきチェック方法を
定めておく。これがリスクの評価になる。チェック方法自体は今ま
でもやっていた方法と大きく変わらないよ。

千穂　リスクを評価するところが新しいんですね。
太一　リスクの評価により、事務処理をフローチャートにしたり、文書

内部統制って何？
千穂　　　　と太一　　　　の
ここを教えて！


